
















ハイリスク児の健全な発達には発達環境,特に親子関係が重要な因子であることが知られ

ているが,問題の解決には病院だけでは十分な対処が難しく行政機関との連携が必要なこ

ともある.本研究では具体的な事例を通してハイリスク児の発達支援トータルケアについ

て検討し,ハイリスク児のフォローアップ・育児支援に携わるスタッフに資することを目的

とした.本年度は研究班に参加している施設に依頼し,15 例の事例を収集することができ

た.その中で今回は代表例として極低出生体重児を対象とし,病院と他機関(児童相談所,乳

児院,学校など)との連携が重要であることを示唆する 4 例を選び以下に記した.ここに示

した症例は虐待や母親が精神疾患など特殊な例が含まれているが,今後一般の極低出生体

重児の両親のもつ不安やニーズにいかに対処したかの事例,また病院と保健所や保育園と

の連携の事例も集積していく予定である. 


